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研究成果の概要（和文）：本研究は、歴史学研究者山口啓二・村田静子両氏の遺した資料をアーカイヴズとして
構築することを目指し、以下の成果を得た。
（１）資料の整理を行い、全体の約8割の目録化が終了した。両氏の歴史学研究・社会運動に関する基礎的な資
料群であることが明白となり、また、山口の祖父斎藤阿具・父山口政二に関する史料や山口・村田家の生活資料
を含むことも確認できた。（２）整理した資料より得られた知見から、山口啓二が資料調査を行った地域での再
調査や、斎藤阿具・山口政二に関連する一高（現東京大学）関係資料調査を実施することができた。（３）当ア
ーカイヴズから研究テーマを抽出し、研究会で議論を深めることができた。

研究成果の概要（英文）：This project aimed to construct an archives of documents which two 
historical science researchers, Yamaguchi Keiji and Murata Shizuko, had left.  We got the following 
results;
First, their documents were put in order, and about 80 percent of the whole were made a list by 
that.  It became obvious that this archives is the basic documents about their historical science 
studies and social movement.  And it could be confirmed that the archives includes documents about 
Yamaguchi's grandfather  Saito Agu, his father Yamaguchi Seiji, and the Yamaguchi-Murata family.  
Second, from the knowledge of documents research, it was possible to do reinvestigation in the area 
Yamaguchi investigated formerly and to research on documents of First High School (present 
University of Tokyo) related to Saito Agu and Yamaguchi Seiji.  Third, it was possible to pick 
research subjects out from the archives and deepen argument for several times workshop.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は人文学再生への道筋を探求しており、その土壌であり手掛かりともなるのが研究者アーカイヴズであ
る。自然科学系の研究者に比べて人文学系の研究者のアーカイヴズはまだ少なく、本研究は歴史学研究者のアー
カイヴズ構築を目指す事例と位置付けられる。本研究で資料整理に用いた「現状記録調査法」という手法や、ア
ーカイヴズの適切な保管場所・保管者・公開方法の模索は、今後、他のアーカイヴズ構築の際にも参考となるで
あろう。
山口啓二・村田静子両氏は、戦後の歴史学研究・自治体史編纂・社会運動の点からも重要な役割を果たしてお
り、両氏のアーカイヴズの全容が見えつつあることの意義は大きい。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまでの研究者アーカイヴズをめぐる調査研究は、自然科学系のものを中心として取り組
まれてきたが、近年、社会運動や女性史など人文学関係のアーカイヴズも構築されるようにな
った。しかし史・資料の収集はなされるものの、当該のアーカイヴズの内容を精査した上で、
独自の研究を展開している事例は多くない。 
折しも、文科省の主導で、大学共同利用機関の国立歴史民俗博物館を中心に、研究資源の再
利用の方法が模索され始めた。故人となったり現役を退いたりした研究者の書斎や家庭に眠る
研究資源は、膨大な質量に及ぶ。こうした点を背景に、故山口啓二・静子が遺した研究資源を
歴史学研究者アーカイヴズとして構築することをめざすこととした。 
 
２．研究の目的 
本研究は、ともに歴史学研究者であった故山口啓二（1920-2013）・村田静子（1923-2003）両
氏（以下敬称略）が遺された、大量の蔵書、研究資料・社会運動資料群―以下、「啓静文庫」―
を、以下の 3点を軸に歴史学研究者アーカイヴズとして整理・保存・公開し、その内容を研究
することで、人文学再生に向けての論点を抽出することを目的とした。 
（1）「啓静文庫」の文献・資料群の総体を調査・整理し、研究者アーカイヴズとして、公開す
る。 
（2）「啓静文庫」に内包される啓二・静子、祖父斎藤阿具、父山口政二に関連する資料群によ
って、それぞれの研究・活動の歴史的意義と時代・社会状況との関係性を明らかにする。 
（3）近・現代人文学の基幹的な分野である歴史学について、近代初頭以来の射程で研究史を深
く再吟味することを通じて、人文学知の発展的継承（「人文学の再生」）を図る。 
 
３．研究の方法 
(1)歴史学研究者アーカイヴズの構築 
以下の方法により、歴史学研究者アーカイヴズとしての構築を図った。 
①「現状記録調査法」による整理と目録化 
「現状記録調査法」とは、研究分担者である吉田伸之がフィールドワークによる史料調査の経
験を踏まえて構築した方法で、史・資料が伝存する場所・空間の状況（現状）をコード化しつ
つ記録し、その場所・空間・容器などを単位化し、その上で各史資料を纏まり（史料組織）や
個々の史料素材（史料細胞）毎に記録する、という方法である。「啓静文庫」の史・資料は、こ
の調査法により、伝存空間の記録とともに整理・目録化をすすめた。 
②保存・公開に向けての長期戦略の策定 
「啓静文庫」の蔵書類と史・資料は、当面はそれぞれ民間のトランクルームに預託せざるを得
ないが、本研究の期間中、歴史学研究者の希有なアーカイヴズとして相応しい保存・公開のシ
ステムを、他のアーカイヴズ事例も参考し、検討した。 
③「啓静文庫」の現状記録調査の成果公表と発信 
ほぼ毎月、メール配信による「啓静文庫通信」（2019 年 3月末現在、既刊 55号）において逐次
発信した。 
 (2)人文学の再生にむけての共同研究  
①公開の定例研究会（年 4回）やワークショップ（年 1回）の定期的開催、小規模勉強会（ミ
ニゼミ）での研究ノート報告の積み重ね（ほぼ毎月）などにより、成果の蓄積を共有した。 
②「啓静文庫」の主軸となる山口啓二・静子両氏、斎藤阿具、山口政二にゆかりのある地域に
残存する関連資料を博捜した。 
 
４．研究成果 
本研究では、「啓静文庫」の悉皆的な調査、整理作業を行い、歴史学研究者アーカイヴズの構
築を目指した。戦後の歴史学研究・自治体史編纂・社会運動において山口啓二・村田静子両氏
の果たした役割は大きい。本研究では、そのアーカイヴズの全容が見えつつあるところまで整
理作業を進めることができた。本研究での、アーカイヴズの整理方法、調査方法、保存・公開
の模索は、今後の他のアーカイヴズにとっても参考事例となるであろう。以下に、研究成果を
3項にまとめて報告する。 
なお、本研究の課題である歴史学研究者アーカイヴズの構築、そして、その内容解析を基礎
にライフ・ストーリーの全体史的な把握を進め、戦後歴史学の前提、及びその創出過程を検討
し、歴史学が当面する現状を打開するための方途を多面的に模索することについては、2019－
2022 年度科学研究費補助金・基盤研究 B「研究者アーカイヴズ解析による戦後歴史学創出過程
の基盤的研究」（代表：後藤雅知）によって継続して取り組んでいく。 
 (1)「啓静文庫」の整理と目録化 
2019 年 3 月までに啓静文庫調査は計 90 回開催してきた。これまでに書籍類は段ボールで 429
箱、その 8割は目録作成済みである。また研究・社会運動関係資料は段ボールで 222 箱、その
内 146 箱の整理が終わり、目録は 17,000 点を超えている。これらの目録は、すべてデータ化し
ており、整理後、文書保存箱に収納した資料の所在を把握するため「箱目録」も別途作成して
いる。整理作業を通じて、啓静文庫は山口啓二・村田静子両氏による研究資料、社会運動資料
のみならず、山口家・村田家の家族資料としての広がりを持つアーカイヴズであることが明ら



かになった。 
「啓静文庫」の研究・社会運動関係資料群は、山口啓二・静子の自宅で残されていた場所の
現状に応じ code を付与した。その概容は以下のようである。 
①八畳間（code8）:整理作業はほぼ終了。目録点数は約 660 点。研究・社会運動に関する手書
き原稿やメモ・レジュメ類及び、論考や投稿が掲載された雑誌や新聞が多くを占め、ほかに、
静子が研究していた福田英子及び小梅日記関係研究用写真・ネガが含まれる。 
②三畳間（code3）:作業はほぼ終了。目録点数は約 2600 点。自治体史編纂や社会運動に関する
資料、一高同窓会や誠之学友会の会誌のほか、啓二の祖父斎藤阿具や父山口政二に関する資料
などがみられる。 
③洋間（code よ）:作業中（残箱 66）。目録点数は約 12300 点。研究や社会運動、東京大学史料
編纂所における業務に関する諸資料・写真などのほか、家族に関するものなど多岐にわたる。 
④和箪笥（code 和箪）:作業終了。目録点数は 6点。福田英子研究史料（英子宛書状コピー）。 
⑤押入天井（code お天）:作業終了。目録点数は 60点。内容は菊池家文書の研究史料で、史料
コピーや目録のほか、関係各所との書簡や研究ノートが含まれる。 
⑥和室（code わ）:作業中（残箱 4）。約 1240 点が整理済である。社会運動関係、東京大学及び
名古屋大学での講義・勤務に関する資料のほか、『福田英子』（村田静子著、岩波新書、1959 年）
刊行に関わる資料が含まれる。 
⑦廊下（code 呂）:作業中（残箱 2）。目録点数は約 130 点。近藤重蔵研究史料が中心。 
(2)関連史料の調査 
①東京大学駒場博物館所蔵の旧一高関係史料調査：一高は、啓二の祖父斎藤阿具が長く教授・
教頭を勤め、父政二が寮生として過ごし、また啓二本人も多感な高校生活を過ごした場所であ
る。これらの痕跡を寮日誌、人事関係史料などに見出した。 
②長野県上伊那郡箕輪町長岡区有文書調査：同文書は、1946 年 12 月に山口啓二が友人の永原
慶二・稲垣泰彦と共に、文書が保管されていた長岡村長松寺に泊まり込み、調査したものであ
る。啓静文庫の中にはこの時の調査の記録が発見され、これを手がかりに 71 年ぶりの再調査を
実施した。2018 年度までに現地で 4 回の調査を実施し継続中である。目録は約 1200 点に達し
ている。 
③台湾中央研究院〔中華民国台北市〕岩生成一関連史資料調査：対外交渉史研究の岩生成一は、
昭和 3年に開設された台北帝国大学へ翌 4年に着任し、南洋史講座を担当しながら、研究をす
すめていた。岩生成一の遺した蔵書や当時の岩生の研究ノートが、台湾中央研究院に保管され
ており、内容調査を行った。 
(3)啓静文庫史料の研究と論点の発掘 
①定例研究会：毎月 1～2回開催してきた啓静文庫の調査時に、啓静文庫史料に関わる研究報告
を中心に定例の研究会を同時に実施している。その成果は、メール配信「啓静文庫通信」にお
いて、調査研究成果とともに公表している。 
②ワークショップの開催（4回）：各年度において、科研のテーマと課題に係るワークショップ
を開催し、科研メンバーだけでなく、テーマに即して研究者・関係者との議論を深めた。各ワ
ークショップのテーマと報告者・報告題目は以下の通りである。 
第 1回 山口啓静文庫と研究者アーカイヴズ（2016 年 8月）報告：荒野泰典「人文学の再生
に向けて」、安田千恵美「山口家の人々／啓静文庫蔵書について」、吉田伸之「資料群の構造と
若干の論点」 
第 2回 斎藤阿具と一高（2017 年 3 月）報告：丹波みさと「駒場博物館所蔵の阿具資料につ
いて」、大島明秀「斎藤阿具にみる“日本と西洋”」 
第 3 回 研究者アーカイヴズと人文学の再生（2017 年 12 月）報告：弘末雅士「岩生成一の
仕事と東南アジア史」、田中葉子「岩生成一の台北帝国大学での研究活動―研究ノート調査報告」、
倉方慶明「大学における研究者資料の保存と活用―中嶋嶺雄資料群を素材に」 
第 4回 近世日本国際関係論の現在（2019 年 3月）報告：島田竜登「近世日本国際関係史研
究の現状と課題―東洋史・世界史の視点から」、秋山伸一「ソメイヨシノの誕生経緯と伝播―海
を渡った桜たち」 
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